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・最近，企業分析に関するようなことをしていて，当然

といえば当然であるが，つくづく気がついたことがあり

ます.わずか 2 ， 3 種類のデータから，その加工・分析

方法によっていろいろ多くの示唆が得られることです.

ただデータを，通り一遍の加工をし正面から読むだけで

は，どんなに多種類のデータがあったとしても，それな

りの成果しか得られません.加工・分析に工夫をこらし

多方面から読み取ることによって，そのデータに含まれ

ている潜在的な多くの意味が価値ある情報となって生き

てくるのです.さらに，もっと基本的には，どのような

データを組み合せるかが重要です.しばしば， A情報と

B情報が組み合されることにより C情報が新たに生まれ

るといわれていますが，ここで重要なのはC情報の目的

にとっての価値です.価値のない情報ならば，高Ijりだす

だけ無駄です.すなわち，データは適切な組み合せ・加

工・分析によって，価値ある情報をどのようにでも生み

出せる可能性を秘めているのです.
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-さて今月号の特集は，コンビュータ・マッピングです.

これは，基本的にはある目的のために価値ある情報を創

り出すには，地図情報と他の情報をどのように組み合せ

て，どのように加工するかということです.その応用範

囲は，本特集にもあるように，たとえば都市計画，交通

行政，マーケティング等，非常に多くのものが考えられ

ます.さらに，その利点の l っとしてビジュアル化があ

げられていますが，この意義は非常に大きいです.筆者

も，数字の羅列だけではその奥にある重要な意味をくみ

とれませんでしたが， グラフ等にビジュアル化すること

によって今まで見えなかったものが見えてきた経験をし

たばかりです.このように考えると，コンピュータ・マ

ッピングの発展性はかなり大きいです.本特集を発端と

して，多くの応用事例研究等が進展し，投稿されること

を期待します上野哲郎)
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